
Hydroxypropyl Bisstearamide MEA
(ハイドロキシプロピルビスステアラミドMEA)

Ceramide AP, Ceramide NP (セラミドAP、セラミドNP)
セラミド : セラミドはペットの肌バリアの構成成分の 50 ％を占めています

▪ 皮膚脂質膜を形成することにより肌荒れのない皮膚を維持
▪ 肌バリアの機能維持により肌の水分量を保つ

▪ 最大1,000倍の水分をもたらす 「水分磁石」
▪ 異なる分子サイズの 3 種類 のヒアルロン酸による強力な保湿効果

Sodium Hyaluronate ヒアルロン酸ナトリウム(高分子)
Hydrolyzed Sodium Hyaluronate 加水分解ヒアルロン酸(中分子)

Sodium Acetylated Hyaluronate アセチル化ヒアルロン酸(低分子)
ヒアルロン酸: ペットの皮膚の結合組織の間に存在

セラミド + ヒアルロン酸の結合が与える強力な水分
/ 

保湿ダブルシナジーケア

3 重  のセラミド

高分子ヒアルロン酸: 中分子ヒアルロン酸: 低分子ヒアルロン酸:
皮膚上に保湿バリアを形成 皮膚表面の水分蒸発を防ぐ  肌への優れた吸収と保湿

注）：セラミドとヒアルロン酸についての一般的な効果についての説明記載です

3 重 のヒアルロン酸

セラミドが足りない肌の状態 セラミドが十分な肌の状態

PSF Core Value

ペットセラが研究開発した独自成分
PetO’ CERA SKIN CARE FORMULA™ “PSF™”

数年間の研究を重ねて開発した独自原料 (PSF特許出願)
肌のバリア機能に注目した セラミド＋ヒアルロン酸を配合した 

    「ダブルシナジー ケア」



     また、そのうちセラミドが50%を占め、肌のバリアにおいて最も重要な役割を果たしています。
セラミドは皮膚長壁の皮膚の間に水分が蒸発することを抑制します。1.
水分を維持し、有害物質や病菌が肌に浸透しないようにする役割を果たします。2.

肌の奥から水分を補給し、しっとりとした肌を維持する 「ヒアルロン酸」
体内に存在するヒアルロン酸は、皮膚中の結合組織の間に存在します。1.
体内で主に潤滑作用と皮膚組織維持機能を示し、高い粘性と水分吸収力を水分子を引き付けることで肌の保湿に大きな役割を果たします。2.
ヒアルロン酸の高い水分吸収力は、1gのヒアルロン酸が水中で約1Lの体積を持つとされ、化粧品業界では保湿性、水分膜形成性、3.
     肌の感触の改善に役立つと報告されています。

粘度が高く 肌に水分膜を形成
外部刺激から肌を保護

肌表面の水分
蒸発防止

低い粘度と低分子でよく吸収
され、肌に潤いをチャージ

肌本来の潤いを守り、肌のバリア機能を維持する 「セラミド」
1)   細胞間脂質は、細胞間を埋め、セラミド/コレステロール/脂肪酸などで構成されております。

水分補給による保湿/肌の健康維持

とは？

～3重セラミド～

高分子                                     低分子                                     中分子                                     

肌のうるおい維持   /   肌バリアへの役割



[原料の協力会社であるH&Bウェル研究所の回答]

 セラミド(添付資料-Reference1)
セラミドが含まれた保湿剤を犬の肌に塗ると、肌の水分が逃げるのを防ぎ、アトピー性皮膚炎の症状が
軽くなることがわかりました。
さらに細かい電子顕微鏡で見たところ、傷んでいた肌のバリアが整ってきたことが確認されました。
 ＊経皮水分損失 :　
 皮膚の一番外側にある表皮から水分が蒸発し、周りの空気に失われることを指します。
 ＊肌バリア:　
 肌の一番外側にある表皮が持つ重要な役割を果たす構造です。肌バリアが強いと、外部からの刺激や
有害物質から肌を守り、水分が逃げるのを防ぐことができます。
 要約 : ペットのお肌にセラミドベースの保湿剤を塗ると、お肌の水分損失が減少し、水分が逃げにく
くなります。
また肌バリアが復元され、肌の構造が整うことで、健康な肌を保ち、外部の刺激からお肌を守ります。

ヒアルロン酸 (添付資料-Reference2)
ヒアルロン酸は細胞外基質(ECM)の成分であり、傷の治療に役立つ物質です。ヒアルロン酸は角質細胞
の増殖を促進し、コラーゲンのリモデリングを通じて、傷んだ肌の構造を回復させる効果があります。
また炎症反応を抑制することで、肌の繊維化を防ぐことができることが文献上で確認されています。
 ＊ECM成分（細胞外基質 Extracellular Matrix）:
肌の構造を維持し、水分を保つために重要な役割を果たす成分のことです。代表的な成分にはコラーゲ
ンがあり、他にもエラスチンやヒアルロン酸などが含まれます。これらの成分は、肌に水分を引き寄せ
てしっとりと保ち、肌の構造をしっかりと維持するのに必要です。
 ＊コラーゲンリニューアル: 
 これは、肌に新しいコラーゲンが生成され、再配列される過程を表す言葉です。
 要約 : ヒアルロン酸は、傷の治療に役立つ物質であり、肌の構成要素であるコラーゲンの損傷を修復
するのに効果的です。  
また、炎症を抑えることで、肌を滑らかで柔軟に保つのに役立ちます。

*** 原料メーカーの実験データではなく、政府運営機関およびその他の研究機関の資料として
     ご参考ください。

毛の生長範囲

皮膚の中にある汗腺
(アポクリン腺)

- フェロモン生成(特有の臭い)
-表皮層保護

汗生成

PSF(セラミド/ヒアルロン酸)」に対する愛犬の肌における効能メカニズム

人の肌 犬の肌

厚い表皮層 薄い表皮層

犬  人間違う点 

表皮層角質化サイクル

表皮層の厚さ

毛包内の毛

約20日 約28日

約3-5細胞層 約10-15細胞層

pH 6.5-8(平均7.5） 4.8-5.8

一毛包内に複数の毛束が生成 一毛包内に1本の髪が生成

ある長さになると、
もう伸びないで脱落

(犬種によって異なる）
伸び続けることができる

犬の肌の構造

とは？



PetO’CERA  Skincare Formula™

INCI Name (Common name)

セラミド

Hydroxypropyl Bisstearamide MEA 皮膚の保湿及び肌バリア機能強化に効果的

Ceramide AP 自然発生的にできるセラミドで、肌のバリア形成に効果的

Ceramide NP
‐ 肌バリアを守り、回復する事で保湿に効果的
 ‐ 化粧品に一番多く使われているセラミド成分

ヒアルロン酸

Sodium Hyaluronate 代表的にヒアルロン酸で皮膚保湿に効果的

Hydrolyzed Sodium Hyaluronate 超低分子量ヒアルロン酸で肌の深い所まで入って、水分を供給に効果的

Sodium Acetylated Hyaluronate 皮膚の表面に水分と弾力改善に効果的

３重セラミド・３重ヒアルロン酸の効果
PSFに関する説明



PSF 独占/特許に関する資料

独占原料に関する公文書 PSF出願している証明書




